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全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された５問題から２問題を選択、解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 

 
 (1) 選択した問題の解答を【解答用紙①】、【解答用紙②】にそれぞれ記載してく 

ださい。 

(2) 解答用紙には、必ず選択した問題番号を記載してください。 

問題番号が無記入の場合は解答を無効とします。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名を記入し、出願する学位プログラムに○をつけて 
コース名を記入してください。 

4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
  



令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅰ期 専門科目 

●体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム共通 
次の問題（１）から（５）のうち２つを選択し、解答用紙①、解答用紙②にそれぞれ解 
答を記載してください。尚、解答用紙には、必ず選択した問題の番号を記載してください。 
 

 
問題（１） 
スポーツ庁を中心に学校部活動の地域移行の議論が進んでおり、主に公立中学校の指

導は、総合型地域スポーツクラブや民間クラブなどが受け皿として期待されている。 
このように地域スポーツの担い手となる総合型地域スポーツクラブについて、その特

徴や育成・普及の経緯を説明しなさい。また、総合型地域スポーツクラブが抱える課題

や今後の可能性について考察しなさい。 
 

 
 
問題（２） 
加齢により、どのような身体機能が低下するのかについて、具体的に述べなさい。ま

た、運動やトレーニングは、加齢に伴う身体機能の低下にどのような影響を与えるのか

について説明しなさい。 

 
 
問題（３） 
以下のキーワード全てを使用し WBGT(Wet-Bulb Globe Temperature)の説明とあわ

せて夏季トレーニングに対する熱中症予防策を提案しなさい。 
 
キーワード： 
黒球温度・湿球温度・プレクーリング・アイススラリー・0.1～0.2％程度・2％以内 

 
 
問題（４） 
発達障害を一つ取り上げ、その特徴を説明しなさい。また、通常の学級で行なう保健

体育の実技において、その発達障害傾向のある生徒に対して配慮すべき内容について、

具体例を挙げて説明しなさい。 
 

 
次ページ…問題（５）に続く 



 
問題（５） 
以下の手記には、トランスジェンダー選手が女子種目に参加することへの女性アスリ

ートの想いが綴られている。 

 彼女の考え（訴え）に対し、「支持する」「支持しない」それぞれの主張を展開しなさい。 
 
 
そのとき、私は自信満々でいていいはずだった。 
2019 年、米コネティカット州中・高等学校競技連盟（CIAC）が主催する「S 級選手

権」の陸上女子 100 メートル予選に出場した私は、12 秒 14 をマークして決勝シード権

を獲得した。決勝で走るのは誰もが望む中央のシードレーン。走力には自信があった。

私は州最速の次子選手の 1 人だ、と。でもスタートラインについた私は震えていた。両

隣には、生まれたときの性別が男性の選手が 2 人。他のレースの 10 倍も緊張していた。

「チェルシー、チェル シー！」 
スタンドにいるアス リート仲間の声援がこだ

ました。私が不利な競 争を強いられていること

を、仲間は知っていた。 
スタートの号砲が鳴った。私の記録は 12 秒 02。2 着だった。トランスジェンダー選手

の 1 人が 11 秒 93 のタイムで走り、私は負けた。 
私は女子で最速だった。だがその日、表彰台の一番上に立ったのは、より力があって

足が速い生物学的男性だった。 
負けるのはつらいが、不公平なレースで敗者になるのは心を踏みにじられる思いだ。

こんなことが起きているのは、性自認が女性の生物学的男性が女子種目に出場すること

を、CIAC が認めたためだ。 
高校時代の 4 年間に計 27 回、私はトランスジェンダー選手と並んで、誰もがフェアで

ないと承知しているレースを走った。あの 2 人と競い合って、勝ったことは一度もない。 
2 人は女子種目を制覇していた。両者合わせて州大会の 15 種目で優勝し（2016 年に

は、女子選手計 9 人が 1 位になった種目だ）、17 の大会新記録を出し、女子選手の出場

機会を 85 回以上奪った。 
陸上女子短距離選手が勝者になりたいなら、別の種目に転向すべきなのは明らかだっ

た。私自身は走り幅跳びに切り替えた。短距離走ならではの興奮が大好きなのに、悲し

いことに私は短距離種目を恐れるようになっていた。 
生物学的現実や常識から言っても、科学的に見ても、テストステロンの分泌を抑制し

ようと男性は女性より体力的に有利だ。女性はどれほど努力しても、男性とのスポーツ

対決には勝てない。 
CIAC の方針は女子選手に対する不当な差別だ。そう考えた私とチームメイト 3 人は

20 年、提訴に踏み切った。 
現在は米連邦控訴裁判所で審理中で、女子種目の出場資格を生物学的女性に制限して競

争条件を平等にすべきか、判断が下されることになる。   ～以下略～ 
 
2023 年 8 月 15/22 日：ニューズウィーク日本版 
「トランスジェンダー選手に負け続ける不公平 チェルシー・ミッチェル（大学 4 年生）」 より 

 

（著作権保護のため引用文は省略） 


